
1961年、愛知県豊橋市生まれ。
大学在学中から中近東に関心を持ち、トルコやイランを遊学。トルコの遊
牧民に混ざり、フィールドワークをおこなってきた。トルコ・カッパドキ
アでの絨毯織りの体験をもとにした『ギョレメ村でじゅうたんを織る』(福音

館書店)や遊牧民の軌跡を追い、それをまとめた『羊飼いの口笛が聴こえる－
遊牧民の世界』(朝日新聞社)など、ノンフィクション作品も多数執筆。近年は、
中近東を舞台にした児童書を数多く手掛けている。近著には、トルコの世
界遺産｢ディヴリーの大モスクと治癒院｣をめぐる歴史物語『いのちの木の
あるところ』(福音館書店)や、平和への願いを込めた方舟の物語『ラナと竜の
方舟－沙漠の空に歌え－』(理論社)などがある。

トルコやイランを旅し、物語を紡ぐ新藤悦子さん。

実際に体験した、じゅうたん織りの手仕事や

遊牧民の暮らし、執筆活動の裏話など旅と物語の

関係についてざっくばらんにお話しいただきます。

トルコの遊牧民 ユルックのように

『いのちの木の
あるところ』

新藤悦子作
佐竹美保絵

『トルコのゼｰラおばあさん、
メッカへ行く』

新藤悦子文
牡丹靖佳絵

『ラナと竜の方舟
－沙漠の空に歌え－』
新藤悦子文
佐竹美保絵

福音館書店
2022(        ) 福音館書店

2023(        )
理論社
2024(     )

▮

▮

▮

※イベントには報道機関の撮影取材が入る場合があります。

▮
▮

富山市西町5番1号 TEL：076-461-3200

主催：富山市立図書館交流行事運営委員会
（ 事務局：富山市立図書館 読 書 推進係）



トルコの遊牧民ユルックのように

オヤやバスクなど、トルコの伝統手工芸に魅せられ、

2016年にバスクの本場・トルコのトカット県で修行。

東京都内を中心に、各地でバスクの楽しさを広める

ワークショップをおこなっている。 「ディヴリーの大モスクと治癒院」(トルコ / 世界遺産)「トルコでのバスク作成風景」

※はんこの製作はありません。
※汚れても良い服装でご参加ください。
※作品は持ち帰ることができません。
※完成した作品は、図書館3階児童図書フロアに展示予定です。

▮
▮
▮

右の申込書に必要事項を記入し、本館の窓口へ提出してください。

図書館ホームページの参加申込フォームに必要事項を入力し、
送信してください。

【 窓 口 】

【 電 話 】

【 F A X 】

【 ホ - ム ペ - ジ 】

「ワークショップ 申込」とお申し出ください。電話番号( 076-461-3200 )

申込書に必要事項を記入し、FAX番号( 076-461-3310 )に送信してください。

※受付したら図書館からメールを返信しますので、次のアドレスを受信できるよう
設定してください。 ▶lib-09＠library.toyama.toyama.jp

●定員になり次第、締め切りとさせていただきます。ご了承ください。
●ご記入いただいた個人情報は、当行事運営のために使用します。

【 申込期間 】6/17(火)~7/4(金)
※ 開館時刻( 9:30 )から開始
※ 7/2(水)は休館日です


